
令和8年6月26日

 (単位:円)

           　 資   産   の   部 　    　　　負   債   の   部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流 動 資 産 18,172,172,952 流 動 負 債 8,603,169,819

　現金及び預金 2,221,631,515 　買掛金 477,051,180

　割 賦 債 権 5,340,270,400 　短期借入金 3,500,000,000

　リース投資資産 10,674,020,112 　長期借入金(１年以内返済予定) 4,075,800,000

  未収リース料 16,464,516 　未 払 費 用 1,501,878

　前 払 費 用 36,994,820   前受リース料 92,766,494

　未 収 収 益 13,566,972 　前受収益 20,787,178

　その他の流動資産 4,010,025   割賦未実現利益 339,973,487

  貸倒引当金 △ 134,785,408 　未払法人税等 21,700,000

固 定 資 産 834,143,158 　未払事業税 7,300,000

 有形固定資産 602,423,959 　その他の流動負債 66,289,602

  リース資産 401,040,721 固 定 負 債 8,036,747,977

  建　　　物 14,084,698 　長期借入金 7,629,200,000

　構  築  物 2,680,458   役員退職給与引当金 41,986,000

  車      輛 1,357,900   退職給付引当金 32,096,133

  器 具 備 品 5,564,579 　その他の固定負債 333,465,844

　土　　　地 177,695,603 負　債　合　計 16,639,917,796

 無形固定資産 12,283,557

  電話加入権 494,340 株主資本 2,320,366,471

  ソフトウェア 11,789,217 　資  本  金 20,000,000

 投資その他の資産 219,435,642 　利益剰余金 2,300,366,471

  投資有価証券 123,079,320 　　利益準備金 5,000,000

  固定化営業債権 191,717,675     その他利益剰余金 2,295,366,471

　出  資  金 160,000   　  別途積立金 2,180,000,000

  繰延税金資産 35,704,552  　   繰越利益剰余金 115,366,471

  その他投資 51,480,970 評価・換算差額等 46,031,843

  貸倒引当金 △ 182,706,875   その他有価証券評価差額金 46,031,843

純 資 産 合 計 2,366,398,314

資　産　合　計 19,006,316,110 負債及び純資産合計 19,006,316,110

貸借対照表（令和8年3月31日現在）

純　資　産　の　部

第52期決算公告

　      　　　　福岡県久留米市東町37番地3

         　    ちくぎんリース株式会社

　      　        代表取締役社長　藤﨑 勇一郎



Ⅰ． 重要な会計方針

１. 有価証券の評価基準及び評価方法
　　 　市場価格のない株式等以外のものは、期末日の市場価格等に基づく時価法、市場
　　 価格のない株式等は、移動平均法による原価法により行っております。　　
　　 　なお、有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しておりま

す。

２. 固定資産の減価償却の方法
　　 リース資産 リース契約期間を償却年数とし､リース契約期間満了時の見積処分

価額を残存価額とする定額法。

　　 その他の有形固定資産　　　法人税法に定める定率法。

　　 その他の無形固定資産　　　法人税法に定める定額法。

３. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

額を計上しております。
(2) 役員退職給与引当金

　役員の退職金の支給に備えるため､内規に基づく期末要支給額を計上しております｡
(3) 退職給付引当金

　従業員の退職金の支給に備えるため、自己都合退職による期末要支給額を計上して
おります。　

４. 収益・費用の計上基準
(1) ファイナンス・リース取引に係る売上高及び売上原価の計上基準
　　 　リース料を収受すべき時に売上高及び売上原価を計上する方法によっております。
(2) 割賦販売取引に係る売上高及び売上原価の計上基準
　　 　割賦販売取引実行時に、その契約額を割賦債権に計上し、割賦販売契約による支払
   　日を基準として当該経過期間に対応する割賦売上高及び割賦原価を計上しております｡

　なお、期日未到来の割賦債権に対応する割賦未実現利益は、繰延処理して流動負債
に計上しております。

Ⅱ． 収益認識に関する注記

　収益を理解するための基礎となる情報
　「重要な会計方針」の「収益・費用の計上基準」に記載のとおりです。

Ⅲ． 貸借対照表に関する注記

１. 有形固定資産の減価償却累計額
　リース資産 185,731 千円

119,618 千円
305,350 千円

２. 担保に供している資産
　該当ありません。

３. 未経過リース期間に係るリース契約債権
　その他のリース契約債権 12,237,602 千円

４. リース投資資産の内容
  リース料債権部分　　 11,496,926 千円
　見積残存価額 － 千円
　受取利息相当額 △ 822,906 千円
　　　合　計 10,674,020 千円

５. リース投資資産に係るリース料
債権部分の金額の回収期日別内訳
　１年以内 3,660,627 千円
　１年超２年以内 2,980,568 千円
　２年超３年以内 2,282,661 千円
　３年超４年以内 1,485,182 千円
　４年超５年以内 771,515 千円
　５年超 316,371 千円
　　　合　計 11,496,926 千円

６. 当期純利益金額 105,620,616 円

個　別　注　記　表

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日

　その他の有形固定資産

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込

　　　合　計


